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いた紹介論文 (波多野 1966)があるが,ここでは先にあげておいた英語文献を中心にして, とくに
上述した第一の論文との関連を考慮しながら,私なりの解釈も加えて述べてみよう。
























































































































れ,たとえば,「ストライキとはなんですか ?」「ストライキは何の役にたつのでしょうか ?」 など
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表6 民主主義に関する反応の分類
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表7 プリテストとポストテスト1の間の変化 (Perret‐C trmon,1980より)
実 験 群
ポストテスト1の水準 プリテストにおいて プリテストにおいて
非保存      中 間
統 制 群
プリテストにおいて プリテストにおいて


























表8 ポストテスト1とポストテスト2の間の変化 (Perret‐C trmon,1980より)
ポストテス ト1における水準
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子供を合わせた23人のデータを分析したものである。表 9は,集団セッションで保存者であるパー




1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
― 十 ++ 十 十 十 +十  十 十 十 十 十 ギ 1同 一 性 a十  + 十
十         十+同 一 性 b十
一十 十 十 + 十  十 +十 十 ++  十 キ →補   償 十 十  +
+       +可 逆 性 a 十   +
十可 逆 性 b
表10 ポストテス ト1で被験者が与えた理由づけ (Perret‐C trmon,1980より)
1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
同 一 性 a  + 十 十 *十+  十     十   + +十
同 一 性 b       *
補   償 十 十 * *十     *十 十 ++ ++*十 *十
可 逆 性 a      *   十 *       *
可 逆 性 b    *
*は集団セッションでは現われなかった新しい理由づけ
表■ ポストテス ト2で被験者が与えた理由づけ (Perret‐Cにrmon,1980より)
1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
同 一 性 a *十   十 *十 十 十 ++    十 十     十
同 一 性 b
補   償 + *十 *+十 十 +**+十 十 十 *十 十 *+* 十
可 逆 性 a    十 十     十 **       **


































































図1 実験に使用されたシャドー ・ボックス (Rdth,ct al.1989より)




















表12 観察された社会的行動 (Rdth,et al.1989より)
年齢 中学生































二つ目の実験 (Tryphon et al.,1989)は,第一の実験とほぼ同じであるが,次の二点が異なる。

































図5 条件別の反応タイプの分布 (Tryphon,et al,1989より)
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